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安
倍
政
権
が
今
後
、
目
指
す
方
向

を
見
極
め
よ
う 

改
憲
発
議
は
全
野
党
と
市
民
の
総

力
で
断
固
阻
止
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
自
民
党
の
総
裁
選
が
安
倍
首
相
の
大
勝

で
終
わ
っ
た
。
安
倍
首
相
は
９
月
14
日
に

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
主
催
の
討
論
会
を
初
め
、

こ
の
総
裁
選
を
通
じ
て
「
い
よ
い
よ
憲
法
改

正
に
取
り
組
む
時
が
来
た
」、「
戦
後
70
年
、

一
度
も
行
え
な
か
っ
た
憲
法
改
正
に
挑
戦
し
、 

       

日
本
の
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
決

意
だ
」
と
意
気
込
ん
だ
。
ま
た
、
首
相
は
こ

の
間
、
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
し
た
改
正
原

案
を
次
の
国
会
に
提
出
す
る
と
し
、
〝 

今

ま
で
以
上
に
全
て
の
人
生
を
懸
け
、
実
現
に

努
力
す
る 

〟
と
明
言
し
た
。
今
後
は
大
差

の
勝
利
を
背
景
に
憲
法
９
条
改
憲
に
突
っ
走

る
だ
ろ
う
―
―
我
々
の
闘
い
も
正
念
場
だ
！ 

 

我
々
は
い
か
に
闘
う
か
―
最
大
目
標

は
安
倍
改
憲
阻
止
！ 

<

私
見> 

今
回
は
安
倍
改
憲
が
日
本
の
進
路
を
ど
う

決
定
づ
け
る
か
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

冒
頭
に
言
う
、
安
倍
総
理
の
主
張
は
、
日
本

国
に
お
け
る
現
憲
法
の
存
立
基
盤
「
三
権
分 

       

立
」
と
そ
の
改
訂
手
続
き
に
照
ら
し
て
明
ら

か
に
憲
法
違
反
だ
！ 

 

日
本
国
憲
法
は
、
第
10
章 

最
高
法
規
、

第
99
条
で
下
記
の
と
お
り
明
記
し
て
い
る
。 

 

◆
憲
法
99
条
「
憲
法
尊
重
擁
護
の
義
務
」

天
皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、

裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、
こ
の
憲
法
を

尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
ふ
。
―
―
安
倍

首
相
は
内
閣
総
理
大
臣
だ
。
そ
の
総
理
大
臣

が
こ
と
あ
る
ご
と
に
改
憲
を
主
張
し
て
き
て

い
る
。
し
か
も
、
今
回
は
自
民
党
の
総
裁
選

で
あ
り
、
明
ら
か
に
憲
法
99
条
に
違
反
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
憲
法
改
正
手
続
き
は
、



◆時の動き 

- 25 - 

憲
法
96
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

両
院
議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
で
国
会

が
発
議
す
る
の
で
あ
っ
て
総
裁
選
で
の
議
論

に
す
る
こ
と
事
態
が
間
違
っ
て
い
る
。
自
民

党
の
総
裁
は
事
実
上
内
閣
総
理
大
臣
を
決
め

る
こ
と
に
な
る
。
内
閣
府
に
は
改
憲
発
議
権

は
な
い
の
だ
。 

 

◆
安
倍
首
相
の
改
憲
目
的
は
「
戦
争
の
で
き

る
国
づ
く
り
」
で
あ
り
、
自
衛
隊
の
違
憲
状

態
の
解
消
な
ど
で
は
な
い
。
米
軍
な
ど
と
一

緒
に
他
国
軍
と
戦
え
る
国
に
す
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
騙
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
！ 

安

倍
政
権
は
こ
の
６
年
間
、
国
会
や
世
論
を
無

視
し
憲
法
違
反
の
法
律
を
強
行
可
決
し
て
民

主
主
義
を
破
壊
し
て
き
た
。
一
方
で
北
朝
鮮

や
中
国
を
敵
視
し
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築

に
逆
ら
い
軍
事
力
拡
大
を
続
け
て
い
る
。 

〝 

安
倍
首
相
の
い
う
「
日
本
の
新
し
い
時

代
を
切
り
開
い
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
は  

〟
、

こ
れ
ま
で
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
成
し
遂
げ
ら

れ
な
か
っ
た
「
世
界
の
列
強
国
」
に
日
本
を

創
り
上
げ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
政
府
は

既
に
多
国
籍
軍
へ
の
陸
自
派
遣
の
検
討
を
始

め
た
。
安
倍
政
権
に
よ
る
改
憲
の
先
取
り
が

始
ま
っ
て
い
る
。 

 

◆
陸
上
自
衛
隊
の
多
国
籍
軍
派
遣
（
戦
争
参

加
）
を
目
論
む
安
倍
政
権
―
断
じ
て
認
め
ら

れ
な
い
！ 

安
倍
政
権
は
２
０
１
５
年
に
強

行
可
決
し
た
安
保
法
制
、「
国
際
連
携
平
和

安
全
活
動
」
を
適
用
し
、
エ
ジ
プ
ト
・
シ
ナ

イ
半
島
で
イ
ス
ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
両
軍
の

停
戦
監
視
活
動
を
す
る
「
多
国
籍
軍
・
監
視

団
」
に
陸
上
自
衛
隊
の
派
遣
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
海
上
自
衛
隊
は
既
に
南
シ
ナ
海

に
お
い
て
対
潜
水
艦
戦
の
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
地
上
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
で
北
朝
鮮
が
グ
ア
ム
を
狙
う
ミ
サ
イ
ル
を

迎
撃
す
る
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
軍
事
力
行
使
を
可
能
と
す
る
根
拠

が
憲
法
違
反
の
安
保
法
制
で
あ
り
、
一
日
も

早
く
廃
止
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時

に
、
い
ま
私
た
ち
が
成
す
べ
き
は
安
倍
政
権

の
「
戦
争
す
る
国
」
へ
の
道
を
全
野
党
と
市

民
が
総
力
を
あ
げ
て
阻
止
す
る
こ
と
だ
。 

 

◆
私
た
ち
の
め
ざ
す
闘
い
。
―
誌
面
の
都
合

で
課
題
だ
け
列
挙
す
る
。 

外
交
面 

＊
非
核
平
和
の
北
東
ア
ジ
ア
創
造

を
め
ざ
す
闘
い
を
！ 

＊
南
北
朝
鮮
の
戦
争

終
結
宣
言
（
南
北
朝
鮮
、
米
国
、
中
国
）
の

促
進
を
働
き
掛
け
る
。
＊
無
為
無
策
の
日
本

（
安
倍
）
外
交
―
―
世
界
情
勢
の
変
化
に
対

応
で
き
な
い
（
対
ロ
シ
ア
、
対
ア
メ
リ
カ
、

対
北
朝
鮮
）
を
糾
弾
す
る
！ 

 

内
政
面 

＊
誰
も
が
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
社
会
の
創
造 

＊
働
く
者
の
地
位
と
生
活

向
上
を
め
ざ
す
闘
い
！ 

＊
あ
ら
ゆ
る
格
差

是
正
（
大
都
市
と
地
方
都
市
、
大
企
業
と
中

小
・
零
細
企
業
、
女
性
と
男
性
、
正
規
と
非

正
規
、
＊
企
業
収
益
と
労
働
分
配
の
是
正 

＊
来
春
の
全
国
自
治
体
選
、
来
夏
の
参
院
選

で
勝
利
す
る
！ 

 （
え
ば
ら 

ひ
で
あ
き
） 


